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第４２回広島大学経営協議会議事要録 

 

日 時  平成２５年９月６日（金） １３時００分～１３時４１分 

 

場 



 2 

・ 早期退職制度導入の目的について 

・ リサーチ・アドミニストレーター（URA）の給与制度について 

  

（報告１） 

● 平成２６年度概算要求について 

（平野理事（財務・総務担当）報告，資料１） 

◇ 文部科学省から財務省へ要求された本学分の平成26年度運営費交付金概算要求額は，257.1億円

（対前年度10.4億円増）であり，増減の主な要因としては，①大学改革促進係数による削減（2.5

億円減），②給与改定臨時特例法に基づく給与削減相当額の戻し分（15.7億円増），③特別経費の要

求（1.4億円減），④特殊要因経費（建物新営設備費，移転費，ＰＣＢ廃棄物処理費等）（0.9億円減）

がある旨報告があった。また，概算要求については，平成25年8月8日に閣議決定された「平成26年

度予算の概算要求に当たっての基本的な方針」を踏まえて，今後，国の予算編成過程において検討

され，例年であれば，年末には政府予算案として内示される予定である旨報告があった。 

さらに，本学から文部科学省へ提出した平成26年度概算要求事項（特別経費（26件），施設整備補

助金等（16件））のうち，特別経費（15件），施設整備補助金等（4件）が9月2日に財務省へ提出され

た旨報告があった。 

 

なお，次の事項について意見があった。 

 

・ 東千田総合研究棟の供用開始前の準備の必要性について 

  

（報告２） 

● 経営協議会学外委員からの指摘事項への対応について 

（浅原学長報告，資料２） 

◇ 広島大学経営協議会（第11回～第41回）において学外委員から指摘のあった事項に対する本学の

対応状況について，資料により報告があった。 

 

なお，次の事項について意見交換が行われた。 

 

・ TOEICの卒業要件化について 

・ 卒業時における外国語運用能力の目標値の設定について 

・ 研究シーズのデータベース構築について 

・ 異なる分野の研究者の交流促進について 

・ 研究成果の学外への発信について 

 

  

以 上 


